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 会長報告                 会長：大原浩行 

��八潮Ｒ.Ｃの高橋

さん、グアムサンラ

イズＲ.Ｃの愛美さん

ご夫妻、スコールの

ような雨の中ようこ

そ龍ケ崎中央Ｒ.Ｃ

へ。 

スコールといえば以前グアムに行きゴルフの最中に凄

いスコールが来てゴルフ中断しカートに全員で避難し横に

みんなで傘を広げやり過ごしたことを思い出します。昨日

も広島で大雨によるがけ崩れのニュースが流れていまし

たが「線状降水帯」によるものだと思われます。「線状降

水帯」ってスコールですよね。グアムは亜熱帯地域ですか

ら普通にスコールはあるでしょうが、日本もすでに亜熱帯

地域になってしまっているのかと思ってしまいます。 

昨今日本では「松枯れ」が話題になっていますが「松」

は針葉樹ですので温帯から亜寒帯に生息する樹木です

ので温帯から亜熱帯気候になると「松」自体が弱ってきて

しまうそうです。その弱ったところに「松くい虫」が繁殖して

いくそうです。「霞台カントリークラブ」などはほとんどの松が

枯れてしまいゴルフ場の雰囲気が一変してしまいました。

ちなみに「龍ケ崎カントリークラブ」は年間 3,000 万円以上

松枯れ対策に費用をかけています。 気候変動による温

暖化。本当に二酸化炭素が原因なのか、はたまた太陽の

活動周期によるものなのかはもう少し長いスパンで見てみ

ないとわからないのではないでしょうか。 

 

 

 幹事報告            幹事：川上勉 

❖新年度最初の例会です。会長幹事・各委員長の就任

挨拶をはじめ、新会員の入会式、会計監査・定例理事

会等を行います。 

❖クラブ奉仕研究会アンケートにご協力下さい。 

❖2024-25 年度版「クラブ・地区支援リソース集」

送信されてきました。有効活用願います。 

❖8 月は「会員増強・新クラブ結成推進月間」です。 

ガバナー事務所からリソースが届きましたのでご覧

ください。 

❖年会費のまだの会員は速やかに納入願います。 

 

第 1214 例会報告（2024.07.12） 
点  鐘 会長 大原浩行 

国歌斉唱・R ソング それでこそロータリー 

本日のプログラム Diversity  大橋純一教授 

ゲスト ・ ビジター 髙橋さん(八潮).ロザリオ愛美ご夫婦(Guam) 

母子の健康月間 

■出席状況 

会 員   9 名 
出席率 100.00% 

出 席 者  8 名 

WEB出席  1 名 Make-up 0 名 

定款第10条(第6-7節除
く) 

 

■ニコニコボックス 

目標額 (本年度) 400,000 円 

実績額 本日/累計 15,000円 23,000円 

■MESSAGE 

髙橋倫代様 貴クラブへメーキャップに来るのが楽しみ

でした。よろしくお願いいたします。 

大原会員 八潮の高橋さん、サンライズの愛美さん、

ロザリオさん、雨の中ようこそ 

川上幹事 高橋さん、 

ロザリオご夫婦、いらっしゃいませ 

伊藤会員 ゲストのみなさん、大橋先生、 

本日はよろしくお願いいたします。 

海老原会員 大橋さん  

本日は卓話よろしくお願いします。 

長友会員 髙橋さん、マナミさん御夫婦、ようこそ 

松山会員 まなみさんファミリーようこそ！ 

出てくる時、守谷は大雨でした 

横山会員 愛美さん御夫婦、髙橋元会長 

今日はありがとうございます 

例会の欠席は、水曜日 AM 10:00 までに川上幹事 
TEL 090-3497-0383 に連絡して下さい。≫ 

【通常例会 08.02】 

クラブ協議会Ⅳ 
久保田春康AG 

クラブ管理運営委員会 

【通常例会 07.26】 

会員卓話② 
松山美法会員 

クラブ管理運営委員会 
 

本日のプログラム  

 
次回のプログラム 
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 本日のプログラム  

 

ダイバーシティについて 
大橋純一会員 

 近年のグローバル

化により注目が集ま

るダイバーシティ。

パリ・オリンピック

の演出においても垣

間見たダイバーシテ

ィについて、なぜ今

必要とされているのかを考えてみたい。 

 

【1. ダイバーシティ登場の背景】 

ダイバーシティとは「多様性」という意味を持ち、

1960 年代のアメリカの公民権運動を背景に登場し

ました。日本では 2000 年代に入って議論されるよ

うになってきました。 

 

 

 

 

【3. ダイバーシティとインクルージョン】 

ダイバーシティはインクルージョンとよくペアで使

用されています。ダイバーシティの行き着くところ

がインクルージョンともいえます。 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 
 

 

【2. ２つのダイバーシティ】 

ダイバーシティには二つの意味があります。「表層的

ダイバーシティ」と「真相的ダイバーシティ」です。

前者は性別や人種などの外面的な部分における多様

性で、また後者は能力や価値観などの内面的な部分

における多様性を指します。 

 

 

 
 
 

【4. ダイバーシティのメリット】 

ダイバーシティを推進（導入）するメリットとしては、

昨今指摘される人材不足を補うことや、多様な人材

が集まることで新たなアイデアや価値が生まれるこ

とが期待されています。 

 

 
 

 

2 つのダイバーシティ 

 

わかりにくい 
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